
有施設延長 ９．８千km

我が国の海岸線の概要

※

海面利用・海洋環境
は海岸法の対象外
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海岸及び海岸と連続性のある区域

▽

▽

満潮位

干潮位

一般公共海岸
区域延長
８．４千km

その他

１３．２千km

海岸保全区域延長※ １３．７千km

農
村
振
興
局

水
産
庁

水
管
理
・
国
土
保
全
局

港
湾
局

水
管
理
・
国
土
保
全
局

農
振
共
管

1,600km 3,000km 5,000km 3,900km 200km

日本の海岸線の総延長は、約３５．３千kmと極めて長大。また、防護工事の対象となる海岸とし
て、約１3．7千km※が海岸保全区域に指定されている。

海岸法の適用範囲

※ 「海岸保全区域延長」は二線堤(0.5千km)を含まない。
※ 「砂浜のある海岸線延長」は図面及び航空写真等から計測された値である。
※ 所管別現況は重複区間を含む
資料）令和2年度版 海岸統計（令和元年3月31日現在）

砂浜のある海岸線延長
約5.0千km

・保安林
・鉄道護岸
・道路護岸
・飛行場 など

※指定の日の属する年の春分の日における満潮位・干潮位

※

海岸線延長 約３５.３千km
所管別現況


